
� はじめに
廃棄物最終処分場で発生する硫化水素は，嫌気状態のもと

で硫酸イオンが硫酸塩還元菌により生成されることが知られ

ている。硫化水素は悪臭物質として生活環境に影響を及ぼす

他様々な問題を引き起こすことがあるほか，国内でも過去，

安定型処分場の場内において，作業中に高濃度の硫化水素の

吸入による死亡事故，中毒事故の例１）や硫化水素と鉄により

生成した硫化鉄を含む黒い浸透水の流出２）等の例も報告され

ている。

そこで，著者らは，県内の安定型及び管理型産業廃棄物処

分場における硫化水素発生の可能性について浸透水を用いて

検討したのでその結果を報告する。

� 調査の概要
１ 調査対象

県内の安定型産業廃棄物処分場９施設の浸透水及び管理型

産業廃棄物処分場４施設の排水処理施設に入る前の浸透水を

検水として調査した。

２ 分析方法

硫酸塩還元菌は上水試験法の定性試験法によった２）。

硫化水素はガスクロマトグラフ（FPD）法で，イオン類

はイオンクロマトグラフを用いて測定した。

� 結果及び考察
１ 調査した安定型処分場及び管理型処分場の浸透水の水質

について

試験水の水質を表１に示した。

現在，廃棄物を受け入れている処分場は，安定型１，
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表１ 試験水の水質 単位：mg/�（EC : ms/cm）

pH COD BOD Na NH４ K Mg Ca Cl NO２ NO３ SO４ EC

安定型１ ７．５ １０ １５ ９１ ２４ １７ ２４ １７０ ３８ ０．７ １８ ２９ １．６

安定型２ ７．４ ８．５ ０．５ ４１ ND ７．６ １３ ６０ ３２ ND ２．３ １７０ ０．７３

安定型３ ７．１ ３１ ５．４ １４０ ９．４ １７ １４ ６４ ９１ ０．４ ５．５ １００ １．５

安定型４ ７．２ １０ ３．７ ８４ ２．１ １４ ２３ １２０ ６８ ０．４ ３．７ ４９ ０．９５

安定型５ ６．８ ３．４ ０．５ ３５ ND ４．８ １２ ６１ ３２ ND １．１ ８８ ０．４２

安定型６ ７．８ ３．１ ０．８ １３ ND １ ６．３ ３７ １１ ND ０．９ ３０ ０．５８

安定型７ ７．７ ３．１ ０．５ １００ ND １．６ ２７ １７０ １３０ ND １５ ２３０ １．２

安定型８ ６．３ ３ ０．５ １０ ND ０．３ ０．８ ２ ９ ND １ ８ ０．０７３

安定型９ ７．４ ７ ０．６ ８３ ND ５．２ １．９ １９ １２０ ND ２ ７４ ０．７６

管理型１ ７．０ １１０ １１０ ４，０００ ７５ １，２００ ６７ ２，５００ １２，０００ ND ND ２５０ ２０

管理型２ ７．５ ５２ ６．７ ５２０ １１０ １２０ ９３ ７５ ２００ ０．３ １．０ ３００ ０．５８

管理型３ ７．３ ２５ ７．７ ２，１００ ND ３００ ４０ ６８０ ４，１００ ND １．４ ９１０ ８．５

管理型４ ７．４ ２０ ５．１ １，１００ １６ ２７０ ７２ ２６０ ２，８００ ND ND ３３０ １０

―２７―



２，８，９管理型１，３，４で他の処分場は受け入れはして

いない。なお，管理型３及び４は海面埋立の処分場であり，

その他は陸域の処分場である。

水質は，管理型処分場は安定型処分場と比べると COD,

BOD，硫酸イオン，ECとも高いものが多いが，BODは COD

に比べてかなり低いものが多い。

２ 硫酸塩還元菌について

上水試験方法の標準濃度改良 ISA培地に試験水を加え，

３０℃の恒温槽で培養し，培地が完全に黒変するまでの日数を

もっておおよその硫酸塩類還元菌数の目安とした。培養開始

後，２４時間から７日後で全ての検体で黒変が見られ，菌の存

在が確認された。結果は，図１のとおりで，安定型処分場に

比べると管理型処分場のほうが菌が多く存在することが分

かった。

３ 浸透水から硫化水素発生について

埋立処分場内での硫化水素の発生を確認するため，検水を

容量約１２０mlのバイアル瓶に２０ml入れ気層を窒素置換し嫌

気状態として，３０℃の恒温槽で数日間培養し，発生するガス

の一部についてガスクロマトグラフで分析した。結果は，図

２に示した。

ガスの発生が確認されたのは，安定型９施設及び管理型４

施設のうち，管理型１だけであった。この検水からは硫化水

素の他に二硫化炭素，メチルメルカプタンも検出された。管

理型１の水質は表１で示したとおり，BOD，CODがともに

１１０mg/�と栄養源となる有機汚濁物質が高く，また，S源

となる硫酸イオンも２５０mg/�とある程度含まれているとい

うものであった。

なお，硫酸イオン濃度の初期値は２５０mg/�であったが，

１０日後には１３０mg/�に低下した。

� ま と め
１ 菌数には差があるものの全ての処分場から硫酸塩還元菌

が確認された。

２ ほとんどの処分場浸透水から硫化水素は発生しなかった

が，発生する条件として BODと硫酸イオンが高いことが

発生条件と考えられる。

３ 発生するガスは硫化水素だけでなく，わずかではある

が，メチルメルカプタン，二硫化炭素が検出された。
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図１ 硫酸塩還元菌数の目安

図２ 管理型１の浸透水からのガスの発生
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